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保育園、わくわく！
（園庭に0歳〜2歳児スペース完成）



みんながのびのび遊べる園庭が実現

0〜２歳児 ３〜５歳児

園児・保護者に好評
0～2歳児エリアがOPEN

　

み
つ
ば
保
育
園
で
は
、
0
歳
～
2
歳
児

（
未
満
児
）
が
遊
べ
る
安
全
性
・
遊
び
や

す
さ
を
重
視
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
し
ま

し
た
。
2
歳
児
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
親
子
を
中
心
に
外
遊
び
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

整
備
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
は
芝
生
が
敷
か

れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
型
で
落
下
し
な
い
安
全
な

ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
、
ま
ま
ご
と
ハ
ウ

ス
、
砂
場
と
充
実
し
た
内
容
。
周
囲
は
安

全
な
柵
や
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
囲
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
未
満
児
は
3
歳
以
上
児
と
の

衝
突
防
止
や
、
歩
く
力
を
つ
け
る
た
め
お

散
歩
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
3
歳
以
上
向
け
の
エ
リ
ア
と

未
満
児
向
け
の
エ
リ
ア
を
分
け
る
こ
と

で
、
3
歳
～
5
歳
児
は
か
け
っ
こ
、
ボ
ー

ル
遊
び
、
大
き
い
遊
具
で
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
び
、
未
満
児
は
新
設
ス
ペ
ー
ス
で
の
び

の
び
遊
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
安
全
で

遊
び
や
す
い
環
境
が
実
現
し
ま
し
た
。

　休みの日も公園に行くの
が大好きな娘。地区の公園
ではブランコからすべり台
までひととおり遊びます。
保育園の新しくなった遊具
では、砂遊びがお気に入り
のようです。
　子どもがのびのび遊べる
環境が一番です。

江澤さん
（船子）

　外遊びが大好きな息子。
上の子も、真ん中の子もみ
つば保育園に通っていまし
た。
　上の２人と保育園にお迎
えに来ると、園庭の遊具が
どんどん変わっていくこと
に驚かされます。
　これからも元気にたくさ

　未満児スペースはキッズパー
テーションで囲ってあるので、
安全に安心して遊べるようにな
りました。お兄ちゃんが年長ク
ラス、妹が２歳で、今までは大
きい子と一緒だったので鬼ごっ
こをしている際にひやひやする
時もありました。
　現在は年齢に合った遊具がある

ん遊んでほし
いです。

森さん
（下大多喜）

と思います。娘
はすべり台がお
気に入りです。

　貝塚さん
　（上原）

News
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下大多喜レンゲ祭り

西小学校　季節を感じる八重桜

小学校へ補助教材本が贈られました

　４月２９日（祝）に下
大多喜地先で、「下大多
喜レンゲ祭り実行委員会」
主催によるレンゲ祭りが開
催されました。長雨の影響な
どで成育状態が万全ではありま
せんでしたが、桃色に染まる会場
では、人力車、新鮮な農産物の販売、
餅つき、おたっきーとのじゃんけん大会な
どに多くの来場者が賑わいました。
　会長の浅野さんは、「都市部から訪れるお客さんへ町をPRで
きること、地元の出店が増えることを嬉しく思う。災害の時に
結束力がある地域は生き残れると聞いたことがある。地域の繋
がりを希薄化させないよう今後も継続する」と決意を話しまし
た。
　５月２日（火）には、みつば保育園の園児が会場を訪れ、半年
前に種まきをした畑で、花束を作ったり、カエルや虫を捕まえた
り、気持ちよく寝ころんで楽しみました。

　JAいすみから大多喜小学校と西小学校へ補助教材本
「農業とわたしたちのくらし」が寄贈されました。
　この補助教材本は、地域の子どもたちが食・環
境・農業への理解を深められる内容になっており、
授業などでの活用を予定しています。

　４月２５日（火）、西小学校の１・２年生３１
人が、八重桜７０本が咲く齋藤さん（小苗）方の
庭を訪れ花見を楽しみました。生活科の授業の一
環で、地域について学び、季節を感じることが目
的です。
 　児童たちは桜を眺めたり、おやつを食べなが
ら「来年も来たい」と楽しいひとときを過ごしま
した。毎年児童や保育園児を招待している齋藤さ
んも「子どもたちがはしゃぐ姿を見ると元気をも
らいます」と嬉しそうに話しました。

▲園児もレンゲ畑へ招待

▲おたっきーとじゃんけん大会

▲笑顔で受け取る大多喜小のみなさん

▲「ピンクがかわいい」とにっこり

左から

▲

花﨑いすみ農業協
同組合代表理事組
合長、飯島町長、
宇野教育長
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※１　他３団体は、提案団体の意向により、団体名及び事業概要は公表しません。
※２　採択団体の事業の詳細については役場企画課企画政策係にて閲覧することができます。
※３　審査内容については、一切公表いたしません。
詳しくは、企画課企画政策係（☎８２−２１１２）までお問い合わせください。

　町では、町民が主体となり、町の地域資源の活用または定住や交流人口の増加を図ることを目的とした
公益性のあるまちづくり提言事業の募集を本年4月に行ったところ、７つの団体から提案がありました。
　提案のありました事業について各団体の関係者を交え審査を行った結果、補助対象とする団体が決定し
ましたので審査の結果をお知らせします。

団体名 事業の概要

田代地区を活性化する会

田代地区で開催されている河津桜の桜まつりの会場の整備及び大多喜町の
民話にも登場する田代滝を景勝地として、また訪れた方が川遊びなどをで
きるように自然環境を整備する事業です。
今後、大塚山のハイキングコースと田代滝周辺を繋げられるなど既存観光
資源の向上が見込まれ、交流人口の増加が期待されることから採択としま
した。

不動滝　五月会

自主的に地域住民が協力して黒原地区の不動滝に鯉のぼりをあげているこ
とにより、地域資源を活用した１つの観光地を作り上げ、多くの観光客に
限らず、町内の保育園児、都市部の障害者施設など、幅広く訪れる場所と
なりました。
通年で総元駅周辺や不動滝の環境整備を行っていることから地域の自主性
と協和が図られていることから採択としました。

楽しいふるさと創る会

旧老川小学校を中心に町内施設で音楽祭や芸術祭を実施し、芸術文化を通
して地域の活性化を図る事業です。
また、子ども向けのお祭りや老若男女が楽しめるスポーツを取り入れ、町
内外からの多くの交流が見込まれ、交流人口の増加や地域住民の余暇活動
の充実が期待されることから採択としました。

団体名 事業の概要

ＯＴＡＫＩジャズフェス 城下町からジャズ音楽祭を発信し、地域の活性化と発展をテーマとする。本
格的な生のジャズに触れ、若者に演奏の素晴らしさと感動を目覚めさせる。

【採択団体】

【不採択団体】

（提案書受付順）

第２次審査結果をお知らせします

まちづくり提言事業平成２９年度
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奏でましょう

歯ーモニー
 《

対
象
者
》

　

大
多
喜
町
に
住
所
が
あ
り
、
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

妊
婦

 《
費
用
助
成
の
内
容
》

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
に
か
か
る
費

用
に
対
し
て
、
３
，０
０
０
円
を
上

限
に
助
成
し
ま
す
。（
１
人
1
回
ま

で
）

 《
申
請
期
間
》
受
診
日
か
ら
1
年
以
内

 《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

・
母
子
健
康
手
帳

・
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
の
領
収
書

・
印
鑑

・
申
請
者
本
人
の
金
融
機
関
の
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）

 《
申
請
方
法
》

　

任
意
の
歯
科
医
療
機
関
で
妊
婦
歯

科
健
康
診
査
を
受
診
し
た
後
に
、

健
康
福
祉
課
窓
口
に
右
記
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

大
多
喜
町
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
費

助
成
交
付
申
請
の
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

 《
申
請
・
問
合
せ
》　

健
康
福
祉
課　

保
健
予
防
係　

☎
82

－

２
１
６
８

　

口
中
の
疾
患
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
行
い
、
高
齢
期
に

お
い
て
健
康
で
快
適
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
歯
周
病
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 《
対
象
者
》

　

大
多
喜
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

29
年
度
中
に
41
、
51
、
61
、
71
歳

と
な
る
方
。

　

た
だ
し
、
歯
を
治
療
中
の
方
や
歯

が
１
本
も
な
い
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
平
成
29
年
度
と
は
、
平
成
29
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日

を
い
い
ま
す
。

 《
自
己
負
担
金
》

　

41
、
51
、
61
歳
の
方
は
５
０
０
円

で
す
。
71
歳
の
方
は
無
料
で
受
診

で
き
ま
す
。

 《
実
施
期
間
》

　

平
成
29
年
6
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
11
月
30
日
ま
で
の
6
か
月
間

 《
申
込
み
・
受
診
方
法
》

　

健
康
福
祉
課
に
申
し
込
み
し
、「
歯

周
病
検
診
票
」
を
受
け
取
り
の

上
、
夷
隅
郡
市
歯
科
医
師
会
に
加

入
し
て
い
る
以
下
の
実
施
医
療
機

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

歯
周
病
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

関
に
予
約
を
し
て
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

保
健
予
防
係

　

☎
82

－

２
１
６
８

  

（
内
線
２
６
３
～
２
６
５
）

い
す
み
市

杏春堂歯科医院
片倉歯科夷隅診療所
いすみ医療センター（歯科）
鈴木歯科医院
最首デンタルクリニック
ジツカタ歯科医院
白井歯科医院
草壁歯科クリニック
最首歯科医院
よしの歯科クリニック
小守歯科
吉田歯科医院
熱田歯科クリニック
関歯科医院

大
多
喜
町

おおたき歯科医院
さとう歯科医院
若菜歯科医院

勝

浦

市

磯野歯科医院
サワヰ歯科医院
高梨歯科医院
なかやち歯科医院
福永歯科医院
鈴木歯科医院

御
宿
町

岩瀬歯科医院
吉野歯科医院
横山歯科医院

奏でましょう奏でましょう
ーモニーーモニーーモニーーモニー

《
費
用
助
成
の
内
容
》

《
申
請
期
間
》

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》
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　男性の料理人口が増加しています。料理を始めてみ
たい方もレパートリーを増やしたい方も気軽にお申し
込みください。「男子厨房に入るべからず」はもう古
いです！どんどん厨房に入り、料理を作って楽しみま
しょう♪
対　象　町内在住の男性の方
日　時　６月１３日（火）１０時～１３時まで
場　所　中央公民館
内　容　調理実習「ごはん　アジの南蛮漬け　ひじき

の五目煮　みそ汁」
参加費　５００円
申込み　各地区の食生活改善会員、もしくは役場健康

福祉課までお願いします。
申込み締切り　６月６日（火）
主　催　大多喜町食生活改善協議会
問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168

　町では、歴史的な町並みの景観整備を図るため、平
成２９年度景観整備事業補助金制度により整備を行う
方を募集しています。
　景観形成地区内（大多喜、新丁、桜台、久保、猿稲
の一部）における建築物などの新築、増築、改築、修
景などが補助の対象となる場合がありますので、ご希
望の方は事前にお問い合せください。
募集期限　平成２９年７月３１日まで
問合せ　産業振興課 商工観光係　☎８２－２１７６

　町では、計量法の規定に基づく計量器の定期検査を実施しています。
　この検査は、２年に１回実施することが定められ、商店、工場、病院、学校などで計量器
（はかり）を取引または証明に使用している方は、必ず受検しなければならないことになって
います。
　なお、受検しない場合は、計量法違反として罰則が適用されることがあります。
○実施日
　６月５日（月）　農村コミュニティセンター
　６月６日（火）　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　※いずれも１０時３０分から１５時まで
注）おもりや分銅などを使用するものは一緒にお持ちください。
　　受検には手数料がかかります。（１台５００円から３，６００円程度） 
　　新規購入など、定期検査の受検が免除される場合があります。
問合せ　産業振興課 商工観光係　☎８２－２１７６

男性のための料理教室  参加者募集

平成２９年度景観整備事業補助金の申請者を募集します

計量器（はかり）定期検査のお知らせ
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　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童
の監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを確認するための重要な手続きです。
　６月分以降の児童手当等を受けるには現況届が必要です。提出がない場合には、６月以降の手当
てが受給できなくなりますのでご注意ください。
発 送 日　平成２９年６月上旬
提出場所　大多喜町役場　健康福祉課保健予防係
平日受付　６月１日（木）から６月３０日（金）
　　　　　８時３０分から１７時１５分まで
休日受付　６月２５日（日）のみ　９時から１２時まで

   現況届提出に必要なもの

　①児童手当・特例給付現況届（認印が必要となります）
　②受給者（申請者）の健康保険被保険者証の写し
　③別居監護申立書および児童の属する世帯全員分の住民票　（注）対象となる児童と住所が異なる場合
　④児童手当用所得証明書（前年分）（注）今年の1月1日以降に大多喜町へ転入された場合
　※添付書類などご不明な点は、あらかじめ電話にてお問合せください
問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎８２－２１６８

　６月は、町・県民税の納付月です。６月30日（金）期限内の納付をお願いします。
　納税は便利な口座振替をご利用ください。申込手続は、ご希望の町内金融機関、郵便局の窓口
で行うことができます。納付書により納付される方は、役場、金融機関、郵便局、コンビニエン
スストアでの納税をお願いします。
※納税が困難な方は、開庁日の８時30分から17時までにご相談ください。
○問合せ　税務住民課　収納対策係　☎ 8 2 － 2 1 2 2

　住宅用火災警報器の設置が義務付けられ１０年が経過しました
が、まだ設置率は低い状況です。「ついていて良かった。」との
事例も多数報告され、実際に火災の死者は減少しています。
　家族の身を守るだけでなく、周囲にも早期に知らせることが
できますので、まだ設置されていないご家庭は、早く設置しま
しょう！！
　また、既に設置されているご家庭では、定期的に作動チェック
をお願いします。　

全国統一防火標語　「火の用心　ことばを形に　習慣に」
問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部予防課　☎８０－０１３２

税金は納期内に納めましょう

みんなの味方  住宅用火災警報器を設置しましょう！！！

  児童手当現況届の提出期限は６月３０日です！
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鈴木達夫さんと磯野健さんが行政相談委員に委嘱されました
　4月1日付けで、鈴木達夫さん（鍛冶）と磯野健さん（三又）が総務大臣から行政相談委員として委嘱
されました。
　毎日の暮らしの中で、国の仕事などについて、要望や問い合わせがありましたらお気軽にご相談くだ
さい。公平な立場から助言や関係行政機関への通知などの活動を行います。
　例えば、次のような国の行政全般の相談に対応し、解決に導きます。

国　　道
・国道に危険箇所があるので、早く改修してほしい。
・分かりにくい案内標識を改善してほしい。
・車の往来が激しい国道に横断歩道がないので、作ってほしい。

郵　　政 ・郵便ポストが遠くて不便なので、近くに設置してほしい。

雇　　用 ・長時間労働を強いられているので、労働時間等の労働条件について会社を指導し、改善
してほしい

相談窓口 ・手続きや申請をどこにしたらいいのか分からないので、教えてほしい。

　相談は無料で秘密は固く守られます。申出は口頭、電話、手紙などで受け付けています。
　また、大多喜老人福祉センターで定期的に行政相談所を開設していますのでご利用ください。
　詳しくは、お問い合わせください。
○問合せ　大多喜町社会福祉協議会　☎ 8 2 － 4 9 6 9
　　　　　大多喜町役場　総務課　☎ 8 2 － 2 1 1 1

　

大
多
喜
高
校
で
は
、
通
学
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
〝
い
す
み

鉄
道
〟
を
、
様
々
な
形
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
今
年
も
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
部
に
よ
る
『
第
10

回　

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
列
車
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
遠
方
よ
り
足
を

運
ば
れ
る
お
客
様
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
途
中
下
車
可
能
・
予

約
不
要
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

日

　程

　

6
月
17
日
（
土
）

　

大
多
喜（
11
：
58
発
）→

　
　

大
原（
12
：
31
着
）

　

大
原（
12
：
47
発
）→

　
　

上
総
中
野（
13
：
44
着
）

　

上
総
中
野（
14
：
07
発
）→

　
　

大
多
喜（
14
：
27
着
）

〇
問
合
せ

　

千
葉
県
立
大
多
喜
高
等
学
校

　

☎
82
―
２
６
２
１

　

担
当
：
今
井
・
座
間

　

い
す
み
鉄
道
友
の
会
で

は
、
鉄
道
沿
線
美
化
の
た
め

の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方

は
、
6
月
2
日
（
金
）
ま
で

に
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

 【
草
刈
日
程
】

日
時　

6
月
18
日
（
日
）　

　

午
前
8
時
～
11
時
頃
ま
で

※
雨
天
延
期
6
月
25
日（
日
）

○
集
合
場
所

　

各
草
刈
り
場
所　

※
参
加

申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

直
接
連
絡
し
ま
す
。

○
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

草
刈
機
な
ど
（
保
険
加
入

し
ま
す
が
、
事
故
防
止
の

た
め
、
安
全
め
が
ね
や
手

袋
な
ど
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。
）

※
延
期
の
場
合
は
、
午
前
6

時
45
分
頃
に
防
災
行
政
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ

　

い
す
み
鉄
道
友
の
会
事
務

局
（
企
画
課
内
）

　

☎
82
―
２
１
１
２
（
内
線

２
２
２
）

6
月
17
日（
土
）

　大
多
喜
高
校

　マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
列
車
が
開
催
さ
れ
ま
す

い
す
み
鉄
道

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す

マ
イ
レ
ー
ル
115
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国民年金保険料「後納制度」について

夷
隅
を
巡
る
！
体
験
ツ
ア
ー

夷
隅
ワ
ク
ワ
ク
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

平
成
29
年
度
県
民
の
日
夷
隅
地
域
行
事

　夷
隅
を
巡
る
！

　体
験
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

夷
隅
地
域
の
魅
力
を
＂体
験＂
で
き
る

２
つ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

⑴
海
の
魅
力
と
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
む

　体
験
ツ
ア
ー

日
に
ち　

6
月
24
日
（
土
）

行
程　

勝
浦
市
営
駐
車
場
集
合
（
９
：

30
）⇒

海
の
博
物
館
及
び
か
つ
う
ら

海
中
公
園⇒

昼
食⇒

月
の
沙
漠
記
念

館
・
メ
キ
シ
コ
記
念
公
園⇒

花
野
辺

の
里⇒

貝
殻
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作

り⇒

勝
浦
市
営
駐
車
場
解
散
（
16
：

45
）
※
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
が
変
更

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
昼
食
代
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
参
加
者
負

担
と
な
り
ま
す
。
海
鮮
バ
ラ
ち
ら

し
１
，５
０
０
円　

※
お
子
様
用
メ

ニ
ュ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。
）

⑵
い
す
み
鉄
道
で
行
く
芸
術
・
文
化

　体
験
ツ
ア
ー

日
に
ち　

7
月
1
日
（
土
）

行
程　

大
多
喜
町
観
光
本
陣
集
合

（
9
：
30
）⇒

大
多
喜
城⇒

い
す
み

鉄
道
乗
車
体
験⇒

車
内
で
昼
食⇒

行

元
寺⇒

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
体
験⇒

大

多
喜
町
観
光
本
陣
（
16
：
45
）

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
昼
食
代
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
参
加
者
負
担

と
な
り
ま
す
。
大
多
喜
里
山
弁
当

１
，０
０
０
円
又
は
タ
コ
飯
８
０
０

円
）

○
留
意
事
項

　

各
ツ
ア
ー
の
募
集
人
数
は
30
人
で

す
。（
要
事
前
申
込
（
1
組
4
名
ま

で
申
込
可
）
、
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

○
事
前
申
込
に
つ
い
て

・
申
込
期
間　

5
月
15
日
（
月
）
～
6

月
7
日
（
水
）
必
着

・
申
込
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

⑴
往
復
は
が
き　

希
望
の
ツ
ア
ー
名

と
申
込
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
代
表
者
の
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
返
信
用
は
が
き
宛
名
の
住

所
・
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ　
⑴
と
同
様
の
内
容
を
明
記
の

上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
返
信

先
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

⑶
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
パ
ソ

コ
ン
・
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
千
葉
県
Ｈ
Ｐ
を
開
き
、
電
子    

申
請
サ
ー
ビ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
）

　夷
隅
ワ
ク
ワ
ク

　ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

　

夷
隅
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

り
、
チ
ー
バ
く
ん
ス
タ
ン
プ
を
集
め

て
応
募
す
る
と
抽
選
で
特
産
品
や

チ
ー
バ
く
ん
グ
ッ
ズ
が
当
た
り
ま

す
。
台
紙
は
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
や

夷
隅
地
域
振
興
事
務
所
Ｈ
Ｐ
等
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

○
ス
タ
ン
プ
設
置
期
間

　

6
月
15
日（
木
）～
8
月
31
日（
木
）

○
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　

か
つ
う
ら
海
中
公
園
、
い
す
み
鉄
道

「
国
吉
駅
」
、
大
多
喜
城
分
館
、
月

の
沙
漠
記
念
館
な
ど
、
夷
隅
地
域
（
勝

浦
市
、
い
す
み
市
、
大
多
喜
町
、
御
宿

町
）
の
観
光
施
設　

全
16
箇
所
。

○
応
募
方
法
に
つ
い
て

　

応
募
に
必
要
な
数
の
ス
タ
ン
プ
を
押

し
た
ら
、
応
募
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
切
手
を
貼
付
の
上
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
ス
タ
ン
プ
２
つ

か
ら
応
募
可
能
）

　

応
募
締
切
…
9
月
11
日（
月
）（
必
着
）

３
ツ
ア
ー
申
込
先
・
各
種
問
合
せ
先　

〒
２
９
８

－

０
２
１
２

　

夷
隅
郡
大
多
喜
町
猿
稲
14

　

千
葉
県
夷
隅
地
域
振
興
事
務
所

　

地
域
振
興
課

　

電　

話　

82

－

２
２
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

82

－

４
１
６
４

　

Ｈ
Ｐ
：
県
民
の
日
夷
隅
地
域
行
事
に

つ
い
て
は  [

県
民
の
日　

夷
隅
２
０

１
７]  
で
検
索
。

※
行
事
内
容
は
、
平
成
29
年
3
月
末
時

点
の
も
の
で
す
。
内
容
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し

込
み
い
た
だ
く
前
に
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
り

詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納
付することで将来の年金額を増やすことができる
「後納制度」が平成27年10月から平成30年9月
までの3年間限りの特例として開始されました。
　なお、老齢基礎年金を受給している方などは、
後納制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには、申込みが必要です。

詳しくは、国民年金保険料専用ダイヤルまた
は千葉年金事務所へお問い合わせください。
○問合せ
　国民年金保険料専用ダイヤル
　☎ 0 5 7 0 － 0 1 1 － 0 5 0
　千葉年金事務所
　☎ 0 4 3 － 2 4 2 － 6 3 2 0

みんなの年金

❶

❷
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町民記者レポート

心地よい季節です、ハイキングに出かけませんか？

５名の町民記者が、
毎号１人ずつ身近な話題を取材します！
第３回 柴崎　光子さん（西畑）
　里山と川といすみ鉄道、見慣れた景色ですがよそから訪れる方たちはとても癒されるようですね。普
段は車での移動がほとんどで１時間以上歩くことはほぼない私ですが、歩いてみました。
　いすみ鉄道の西畑駅から湯倉、平塚、笛倉を通り、宇筒原の三差路を右に曲がり道なりにまっすぐ歩
いてまた西畑駅に戻ります。
　約１時間２０分（５.４キロ）のコースです。

三差路

馬場内馬場内

湯倉湯倉

弥喜用弥喜用

原内原内

小内小内
三又三又

黒原黒原

笛倉笛倉

押沼押沼

百鉾百鉾

宇筒原宇筒原

笛倉橋

バス停
平塚465文文西小西小

湯倉橋西畑駅西畑駅

総元駅総元駅

い
す
み
鉄
道

い
す
み
鉄
道

　まず駅前の西小学校を左手に見ながら坂を下ります。
　間もなく湯倉橋を渡りますが、ここで足を止めてみてください。目の前
に見える白

しらがけ

崖が季節ごとに表情を変えていい感じです。この崖の後ろ側は
こんもりとした森になっていて、てんとう森と呼ばれています。
　JAの西畑支所を通り過ぎたあたりから川のせせらぎの音が心地よく聞こえ
てきます。モミジの木が多いので、新緑も紅葉もきれいです。歩を進めると
田んぼがあります。田植え準備で水を張ってから稲刈りまで、田んぼは季節 ▲白崖（湯倉）

▲平塚のバス停で右折すると近道 ▲ゴールは西畑駅

※平塚というバス停の所から右折して百
も ふ く

鉾に抜けると１．７キロほど近道です。
※総元駅に出る場合は、笛倉橋を渡らずに５００メートルほど直進します。
※西畑川は曲がったり分かれたり合流したりしていてどこを歩いても川が身近にあります。
※粘土質なので、お米やタケノコが美味しいです。

Ｍｅｍｏ

の移り変わりを身近に感じさせてくれます。
　歌でも歌いながらしばらく歩くと笛倉橋が見
えてきますので渡ります。押沼の踏切を超えた
あたりは６月中旬ホタルが飛び交うところで
す。宇筒原の三差路を右に曲がります。ここか
ら百鉾を通り約３０分で西畑駅に着きます。

大多喜町は広いです。お友達やご家族と一緒に小さな旅を楽しんでみてください。
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～協力隊からのお知らせ～～協力隊からのお知らせ～
若者インタビュー・若者会議　参加者大募集若者インタビュー・若者会議　参加者大募集

ご協力いただける方がいましたらご協力いただける方がいましたら
☎ 0470-82-2112（企画課内）☎ 0470-82-2112（企画課内）

地域おこし協力隊　能城までご連絡をお願いします。地域おこし協力隊　能城までご連絡をお願いします。

協力隊フェイスブック更新中協力隊フェイスブック更新中
日々の活動や若者インタビューの日々の活動や若者インタビューの
記事がご覧いただけます。記事がご覧いただけます。

「いいね！」をお願いします！「いいね！」をお願いします！

⑦

　大多喜町地域おこし協力隊の能
の ぎ り

城里沙
さ こ

子です。入梅の季節を迎えましたが、いかがお過ごしですか。
今月も、皆様に日々の活動を報告させていただきます。

　若い人たちの大多喜町に対する想いや情熱を発信していく事で、地域全体を盛り上げていきたいと考
えています。現時点で約90人の方にご協力を頂きました。今月はその中から、二つの記事を紹介しま
す。他の記事は、協力隊フェイスブックにてご覧頂けます。

若者会議のメンバーと大多喜城さくら祭りに出店

大多喜町若者100人インタビュー

　今
年
の
1
月
よ
り
、
月
に
1
度
、

町
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
大
多
喜

町
若
者
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
集
ま
っ
た
有
志
の
メ
ン

バ
ー
と
、
地
域
の
人
や
観
光
客
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
標
に
、
4
月
1
日
（
土
）
大
多

喜
城
さ
く
ら
祭
り
第
二
会
場
に
出
店

し
、
竹
の
工
作
体
験
と
移
住
相
談
窓

口
、
ミ
ニ
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
の
3
つ

の
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
に
は
竹
の
工
作
体
験

が
好
評
で
、
竹
ポ
ッ
ク
ル
や
マ
ラ
カ

ス
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
力
作
20

点
が
、
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
観
光
客
に
は
ミ
ニ
図
書
館

コ
ー
ナ
ー
が
喜
ば
れ
、
ち
ょ
う
ど
同

日
に
配
布
開
始
と
な
っ
た
大
多
喜
町

に
暮
ら
す
人
々
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
「
あ
て
ら
」
の
最
新
号

は
、
多
く
の
人
の
手
に
渡
り
ま
し

た
。　今

後
も
、
町
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
活
動
に
つ
い
て
は
、

広
報
お
お
た
き
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

石
神
で
暮
ら
す
磯
野
さ

ん
。
産
ま
れ
て
か
ら
一
度

も
大
多
喜
を
離
れ
た
こ
と

が
な
い
、
生
粋
の
大
多

喜
っ
子
だ
。

　

一
人
暮
ら
し
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
で
あ
ろ

う
大
学
進
学
も
、
大
多
喜

か
ら
通
学
圏
内
の
学
校
を

選
び
、
社
会
人
と
な
っ
た
今
で
も
町
内
に
あ
る

施
設
に
勤
め
て
い
る
。

　

「
自
分
は
長
男
な
の
で
、
町
に
残
っ
て
い
ま

す
。
代
々
伝
わ
る
家
も
あ
る
し
、
田
ん
ぼ
も
あ

る
。
今
日
も
丁
度
、
種
ま
き
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
」
そ
う
、
笑
顔
で
磯
野
さ
ん
は
話

す
。

　

磯
野
さ
ん
は
３
年
前
か
ら
、
地
元
の
石
神
大

戸
地
区
の
消
防
団
に
入
団
。
仕
事
を
し
な
が
ら

も
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

消
防
団
に
入
れ
ば
、
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、
総

会
や
消
防
車
の
点
検
、
12
月
に
は
地
区
内
を
見

回
る
夜
警
も
あ
る
。
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
に
入
団

し
た
と
話
す
磯
野
さ
ん
も
、
き
っ
と
多
く
の
時

間
と
労
力
を
、
消
防
団
の
活
動
に
費
や
し
て
い

る
。

　

「
実
際
の
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
つ
火
事
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
か

ら
、
や
る
か
ら
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
い

と
。
地
元
を
守
る
と
い

う
想
い
で
、
い
つ
も
活

動
し
て
い
ま
す
。
」

　

真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
、
磯
野
さ
ん
は
語

る
。

　

道
の
駅
た
け
ゆ
ら
の
里

の
す
ぐ
そ
ば
、
石
神
に
奥

様
と
二
人
で
移
り
住
ん
だ

陶
芸
家
の
関
谷
さ
ん
。

　

二
人
が
以
前
暮
ら
し
て

い
た
の
は
、
陶
芸
の
町
、

茨
城
県
笠
間
市
。
引
っ
越

し
を
考
え
中
古
物
件
を
探

し
て
い
る
と
き
、
た
ま
た

ま
目
に
留
ま
っ
た
の
が
大
多
喜
町
に
あ
る
中
古

物
件
だ
っ
た
。

　

「
道
の
駅
か
ら
近
く
て
、
陶
芸
用
の
窯
が
持

て
る
。
そ
の
条
件
に
ぴ
っ
た
り
合
う
の
が
、
こ

の
土
地
で
し
た
。
」

　

移
住
し
て
ま
ず
大
変
だ
っ
た
の
が
、
家
の
手

直
し
と
仕
事
の
定
着
。
慣
れ
な
い
環
境
で
、
夫

婦
で
体
調
を
崩
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
関
谷
さ
ん
夫
婦
が
大
多
喜
町
に
き

て
、
今
年
で
３
年
。
移
住
先
が
た
ま
た
ま
大
多

喜
町
だ
っ
た
と
話
す
関
谷
さ
ん
も
、
今
で
は
自

宅
で
陶
芸
教
室
を
開
講
す
る
ほ
か
、
養
老
渓
谷

や
竹
林
、
菜
の
花
や
桜
な
ど
、
町
特
有
の
自
然

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
の
制
作
に
も
取
り
組

み
、
町
で
の
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
る
。

　

「
町
の
こ
と
、
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
町
自
体
が
良
く
な
ら
な
い
と
、
自

分
の
生
活
も
、
ま
ま
な

ら
な
く
な
る
な
っ
て
。

町
の
人
が
協
力
し
て
物

を
売
る
。
そ
う
い
う
流

れ
が
、
こ
れ
か
ら
は
大

事
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
」
そ
う
静
か

に
、
関
谷
さ
ん
は
語

る
。

「
地
元
を
守
る
と
い
う
想
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

活
動
し
て
い
ま
す
。」

「
町
の
こ
と
、

   

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

磯い
そ
の野

　直な
お
や哉

さ
ん
（
27
歳
）

関せ
き
や谷

　伸の
ぶ
か
ず和

さ
ん
（
38
歳
）
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　藤原先生からは、ボランティア活動の意義やその
根拠、実例の紹介とともに、今後の発展の鍵となる
若い世代を取り込むための方法について説明いただ
きました。

グループごとに
発表

グループワークの様子

大多喜町

地域支え愛サポーターフォローアップ研修会を
開催しました

大多喜町

地域支え愛サポーターフォローアップ研修会を
開催しました

　３月３０日（木）、保健センターで「世代をつむぎ、地域をつくる『つながり』は健康の源」と題
し、多世代共創の地域づくり、高齢者の社会参加・認知症予防について実践的研究者であります、東京
都健康長寿医療センター研究所研究部長　藤原佳典先生をお招きし、ボランティア活動について講話を
いただきました。

　講演の後は、「日々の活動の中で感じること」をテーマ
に、活動における悩みや問題点をグループごとに話し合い
ました。

　多くの意見が飛び交う中、「ボランティア不足（特に男性が少ない）」、「次世代ボランティアの後
継者問題」、「ボランティア活動への不安」、「参加者が集まらない」といった共通の意見への気づき
や、新たな発見や学びを得たことで参加者からは、「参加してよかった」「悩みがみな同じで安心し
た」「問題解決となる糸口がみつかった」などの感想があり、充実したグループワークとなりました。

地域支え愛サポーター制度とは…
　大多喜町では、地域、施設、在宅において介護予防支援活動を行い、その実績に応じてたまった
ポイントを交付金として受け取ることができる仕組み「地域支え愛サポーター制度」を平成２８年
４月１日から実施しています。

地域支え愛サポーターの目的とは…
　地域や人とのつながりを深め、社会参加をとおした住民の方々の健康増進を図るとともに、地域
で支え合える関係づくりを目指しています。
　現在、８２名の方がサポーター登録しており、活動を行っています。
　町では、介護予防活動をサポートしていただける方を募集しています。
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ボランティア養成講座

学習（音読・計算）の様子

地域包括支援
センター

だより
No.119

応援します！高齢者サロン活動！

　近年大多喜町では高齢者サロン等の立ち上げが続いており、その
介護予防や地域福祉に資する活動は、他市町村の模範として千葉県
から表彰される団体や、他市町村からの視察を受け入れている団体
もあります。運営者も参加者も、お互いに必要とし合う「支え合
い・助け合い」の精神で楽しみながら活動されています。
　町では、この地域の絆を深めるサロン活動に対し、以下のとおり
経費の一部をサポートしています。平成２８年度は６団体が利用さ
れました。
　サポートを希望される団体は、以下までご連絡ください。申請方
法や詳細についてご説明に伺います。

担当　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）　☎82−2168（内線262）

おおむね65歳以上の方が、介護予防活動などを行い、同世代及び他
の世代と交流を行う団体。

住み慣れた地域の住民（概ね10人以上）で組織され、年間6回以上
の活動を実施する団体。

備品購入費　傷害保険料　講師謝礼　消耗品　会場借上料　等

1,500円に年度の合計活動数を乗じた額または、補助対象経費の合計
額のいずれか低い額。ただし、１団体につき、年間30,000円まで。

5年間

高齢者サロン団体

補助対象サロン団体

補 助 対 象 経 費

補 助 額

補 助 期 間

≪地域支え愛サポーター活動に参加しませんか≫
◎はつらつ支援ボランティア養成講座
 【内　容】
　高齢者の特徴を踏まえ、運動、低栄養予防及び認知症予防などの
講義や実技を行います。
　受講後は、現在活動している「はつらつ支援ボランティア」と一
緒に各地区に出向き、楽しく活動を行っていただきます。
 【日　時】
　６月２日（金）９日（金）１６日（金）２３日（金）２６日（月）
　１０時～１５時まで（２６日は、１３時～１６時まで）
 【申込み】　健康福祉課　保健予防係
　　　　　 ☎８２－２１６８（内線２６４）

◎大人の脳トレ教室サポーター募集
 【内容】
　教室サポーターは、「大人の脳トレ教室」の学習を主にサポート
します。また、明るく活気あふれた教室を共に力をあわせて作り上
げていく役割を担います。
　教室サポーターの「大多喜町をさらに元気なシニアでいっぱいに
したい！」という思いが、活気あふれる教室を作りだしています。
※興味のある方は以下までご連絡ください。
 【担当】　健康福祉課　介護保険係
　　　　 ☎８２－２１６８（内線２６６）
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 【お問い合わせ】
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター　TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

( 保健事業予定表 )6 〜 7 月

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談

6/7

☆9:30～10:30 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成28年5月、
10月、平成29年1月生まれの方には個別に通知
します）

7/5

乳幼児とその保護者（対象月の平成28年6月、
11月、平成29年2月生まれの方には個別に通知
します）

1歳6か月児健診

6/15

☆13:00～13:15

保健センター

平成27年10月1日～平成27年11月30日生まれ
の方

3歳児健診 ☆13:15～13:30 平成25年11月1日～平成25年12月31日生まれ
の方

おひさまキッズ
6/20

13:30～15:30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
7/18

赤ちゃん計測会 7/21 10:00～11:30 保健センター 生後１～3か月のお子さんとその家族（対象者の
方には個別に通知します）

離乳食教室 6/8 13:30～15:00 保健センター 乳幼児（平成28年7月、8月生まれ）とその保護
者（対象者の方には個別に通知します）

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

おおたきウォーク♪
6/30 ☆10：00 上瀑ふれあい

センター ウォーキングを行いたい方
※雨天の場合は、室内で体操を行います

7/28 ☆8：30 保健センター

☆子どもの事業☆

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

☆高齢者の事業☆

行事名 日　時　 場　所 対　象　者

からだいきいき塾 6/9・16・7/7・28 9:30～11:30

老人福祉センター ※事前に申し込まれている方
大人の脳トレ教室 6/2・9・16・22

7/7・13・20・28 14:00～16:00

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談）

毎月第1・第3木曜日
6/1・15・7/5・20 14：00～15：30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談(月曜日～金曜日)
面接相談(毎週水曜日)

9：00～17：00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9：30～11：00 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表
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　私たちバスケットボール部は、３年生１２名（男子４女子８）、２年生７名（男子３女子４）、１年
生１２名（男子４女子８）の計３１名で活動しています。顧問の先生は２名で、いつも熱意ある指導を
してくださいます。時には一緒に練習に参加し、部員たちと共に汗を流し、細かな動きやテクニックを
実演して下さったりもします。
　男子は、高校からバスケットを始めた者が多いため基礎的な練習も取り入れておりますが、毎日盛り
上がりながらとても良い雰囲気で練習を積み重ねております。女子は、昨年度、６月の総合体育大会で
県大会出場したものの、１１月に行われた新人戦では、惜しくも県大会出場の切符を逃し、大変悔しい
思いをしました。その気持ちを忘れることなく、毎日部員同士で切磋琢磨しながら県大会出場に向けて
頑張っています。

　新入生が加わり、より活気あふれた部活動に
していきたいと思います。応援の程宜しくお願
い致します。

　こんにちは、私たち吹奏楽部は、新一年生と共に、楽しくも常に自己に厳しい練習を重ねています。
お城マラソンや地域の大型スーパーでの演奏会、大多喜中学校とのクリスマスコンサート、学校でのミ
ニコンサートなど、多くの行事に自分たちの演奏を披露するため、日々頑張っています。コンサート会
場にいらして下さっている方々に本当に感謝申し上げます。
　様々な思いで入部した生徒が、瞬間芸術である音楽に、思いを込めて演奏し、一瞬の音に相当な時間
とエネルギーを懸ける。大変素晴らしいことではないかと思います。
　これからは、５月の定期演奏会、６月の地区音楽会や明善祭、７月の野球応援や、お忙しい中、コン
クールなど、披露できる場所が満載です。
　そして私たちは、オリジナルの吹奏楽曲以外は、自分たちで選曲、振り付け、練習メニューなど、ほ
とんど部員で決めます。このように、自主性を重んじ、常に高い志を掲げることで、人として大きく成
長する場所が吹奏楽部です。
　『良い音、良い響き』をめざし、大多喜高校サウンドを部員一丸で作り上げたいと思います。東関東
大会出場を目標に、これからも練習に励みた
いと思いますので応援よろしくお願いいたし
ます。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

吹
奏
楽
部

いいね！がいっぱい部活動⑤  大多喜高校

広報おおたき No.585　H29.5.2415



モゥっと
 ちょうだ～い

がんばるぞ～

いっぱい
  食べてね。

上手に植えられるように
なってきたよ。

上手に植えられるように
なってきたよ。

お米がたくさん
 できますように。
お米がたくさん
 できますように。

お父さん
かっこいい～！！
お父さん

かっこいい～！！

たけのこ名人
すご～い。

たけのこ
とれたよ～

子 て 信育 通 No.39No.39

食育体験レポート食育体験レポート食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験レレレレレポポポポポポポポポートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

みつば ・つぐみの森保育園のみつば ・ つぐみの森保育園の

　苅米牧場で牛のエサやり体験をしま
した。最初は牛のあまりの大きさに驚
く子ども達。産まれたばかりの赤ちゃ
ん牛を見ると思わず「かわいい～」と
喜ぶ姿が見られました。始めはこわご
わ牛を触っていましたが、次第に直接
牛にエサをあげられるようになった子

　苅米牧場で牛のエサやり体験をしま
した。最初は牛のあまりの大きさに驚
く子ども達。産まれたばかりの赤ちゃ
ん牛を見ると思わず「かわいい～」と
喜ぶ姿が見られました。始めはこわご
わ牛を触っていましたが、次第に直接
牛にエサをあげられるようになった子

4月編4月編

もいました。この日のおやつの牛乳は「いつもより牛乳がおいしい！！」と興奮気味でした。もいました。この日のおやつの牛乳は「いつもより牛乳がおいしい！！」と興奮気味でした。

　地域の方の田んぼを借りて、田
植えをしました。泥に足を入れる
と思わず「わぁ～」と言う声が広
がりました。苗を手で植えるのは
とっても大変だということが、子
どもたちもよく伝わったようで
す。泥を怖がっていたお友だちも
いましたが、最後は頑張って苗を
植えることができました。たくさ
んお米が出来ますように！！

　地域の方の田んぼを借りて、田
植えをしました。泥に足を入れる
と思わず「わぁ～」と言う声が広
がりました。苗を手で植えるのは
とっても大変だということが、子
どもたちもよく伝わったようで
す。泥を怖がっていたお友だちも
いましたが、最後は頑張って苗を
植えることができました。たくさ
んお米が出来ますように！！

　地域の方の竹山でたけのこを掘らせていただきました。たけのこ名人に掘り方のレクチャー
を受け、いざ開始！！　なかなか掘れない時は「名人、こっち来て～」と引っ張りだこの名
　地域の方の竹山でたけのこを掘らせていただきました。たけのこ名人に掘り方のレクチャー
を受け、いざ開始！！　なかなか掘れない時は「名人、こっち来て～」と引っ張りだこの名
人でした。約 2 時間掘って、100 本ぐらいのた
けのこを掘りました。持って帰ったたけのこは、
皮ごと焚火の中に入れて焼きたけのこにしまし
た。子どもたちも「おいし～い」、「もっとちょ
うだい」と大喜びで食べていました。

問合せ　教育課　　　　　 ☎82－3010
　　　　みつば保育園　　 ☎82－5530
　　　　つぐみの森保育園 ☎83－1411

人でした。約 2 時間掘って、100 本ぐらいのた
けのこを掘りました。持って帰ったたけのこは、
皮ごと焚火の中に入れて焼きたけのこにしまし
た。子どもたちも「おいし～い」、「もっとちょ
うだい」と大喜びで食べていました。

問合せ　教育課　　　　　 ☎82－3010
　　　　みつば保育園　　 ☎82－5530
　　　　つぐみの森保育園 ☎83－1411
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小
お ぐ ら

倉  菜
な な

愛 さん

西小
５年

市
いちかわ

川  匠
た く み

視 さん

西小
５年

　私の夢は，保育園の先生になることです。
保育園の先生になろうと思ったきっかけは，
私が小さいときにお母さんやお父さんが知ら
ない遊びを教えてくれた思い出から，私もお
母さんやお父さんに教わった遊びを小さい子
たちに教えてあげたいと思ったからです。

　僕の将来の夢は，プロ野球選手になるこ
とです。野球が好きで，プロ野球選手になっ
て世界最速の球を投げられるようになりた
いからです。そして，プロ野球選手になっ
て家族を旅行に連れて行きたいです。

おめでとう６月生まれ ●誕生日の思い出に（0歳～3歳のうちに1回）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までにご連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

十
そ が わ

河　武
む さ し

蔵 ちゃん（２歳）
( 剛士さん・美里さんの三男 )

（庄司）

（ママからの一言）
末っ子の特権で、両親や兄姉みんなから可
愛がられ、家族中の癒やしです。
いつも皆を笑顔にしてくれてありがとう♡
これからも、愛情をいっぱい受けて心も体
もすくすく成長してね！

　４月１３日（木）に、保健センターで行われた３歳児
健診で、むし歯のなかったお子さんを紹介します。

下野  福
ふ く と

櫂ちゃん（大多喜） 西山  美
み お

央ちゃん（田丁）

中村  巧
たくみ

ちゃん（小田代） 四倉  暦
こ よ み

美ちゃん（葛藤）

鈴木  あんじゅちゃん（久保） 中村  汐
し お り

里ちゃん（船子）

細谷  光
こ う き

希ちゃん（大田代） 多田  しずくちゃん（市川）

市原  煌
こ う し

士ちゃん（下大多喜） 多賀  裕
ゆ う ま

真ちゃん（馬場内）
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1
日　

大
多
喜
さ
く
ら
ま
つ
り

2
日　

ユ
ニ
セ
フ
・
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク

IN
大
多
喜

3
日　

辞
令
交
付
式

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
辞

令
交
付
式

　
　
　

教
育
委
員
会
委
員
任
命
式

4
日　

つ
ぐ
み
の
森
保
育
園
入
園
式

5
日　

民
生
委
員
委
嘱
状
交
付
式

　
　
　

シ
ニ
ア
フ
レ
ン
ド
団
体
賞

受
賞
記
念
懇
談
会

6
日　

大
多
喜
中
学
校
入
学
式

7
日　

大
多
喜
小
学
校
入
学
式

　
　
　

春
の
交
通
安
全
運
動
出
動
式

14
日　

中
房
総
観
光
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
総
会

　
　
　

町
校
長
会
・
教
頭
会
合
同

懇
談
会

16
日　

ム
サ
コ
た
け
の
こ
祭
り

18
日　

町
食
生
活
改
善
協
議
会
総
会

20
日　

JA
い
す
み
教
育
読
本
贈
呈
式

　
　
　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
地
域

　
　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議

会
総
会

21
日　

区
長
会
連
合
会
会
議

24
日　

一
般
国
道
４
６
５
号
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
監
査

25
日　

県
庁
訪
問

26
日　

観
光
用
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

贈
呈
式

　
　
　

町
商
工
会
青
年
部
通
常
部

員
総
会

27
日　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

28
日　

町
赤
十
字
奉
仕
団
総
会

29
日　

下
大
多
喜
レ
ン
ゲ
祭
り

町
長
日
誌
（
4
月
）

物解体建 見積
無料

学校・子ども会資源回収対応致します。
連絡先 ホームページ㈲妻本商店 妻本商店

検索鴨川本社 ０１２０-077-261

３０分１００円、２４時間最大
８００円です
　茂原市では、通勤、通学や出
張、旅行などでＪＲ茂原駅や高
速バスを利用する皆さんの利便
性の向上のため、駐車料金が入
庫から２４時間までは、最大８
００円です。また、定期料金に
ついては１２，０００円です。
※お得な回数券・プリペイドカー

ドの販売取り扱っています。
問合せ　茂原市役所　都市計画課

（８階）☎0475-20-1546

　房総導水路の通水量が今年1

≪大多喜町ふるさとづくり寄附
金（４月分）≫
・申込件数　228件
・申込金額　7,770,000円
なお、ホームページには寄附を
公表してもよいという方の氏名
を掲載しています。こちらもご
覧ください。
≪東日本大震災義援金≫
コレット商事(有)取締役 岩瀬秀
子 お客様190名　様
≪熊本地震災害義援金≫
コレット商事(有)取締役岩瀬秀
子　お客様　190名様

日時　7月29日（土）16時～19
時まで（雨天中止）

場所　障害者支援施設　ピア宮敷
（いすみ市岬町岩熊138-10）

問合せ　社会福祉法人　土穂会
　ピア宮敷　☎87-9631

千葉県介護支援専門員
実務研修受講試験 「地元の踊りをみんなで踊る会」

練習日程

県によるニホンジカ捕獲実施の
お知らせ

茂原駅南口公共駐車場

献血の実施について

移動暴力相談所の開設

房総導水路通水30億㎥記念事業

善意の心をありがとうございます

ピア宮敷納涼祭『ピアフェスタ』

試験日時　１０月８日（日）
申込書配布期間および場所
　５月２９日（月）～６月３０

日（金）に介護保険担当課、
社会福祉協議会などで配布

※詳細はお問合せください。
問合せ　千葉県社会福祉協議会
　介護支援専門員養成班
　☎043-204-1610

日にち　6月4日（日）
場所　おおたきショッピングセン

ター・オリブ
受付時間　10時～11時45分ま

で、13時～16時まで
問合せ　千葉県赤十字血液セン

ター　☎043-241-8332

日時　6月7日（水）10時から
16時まで

場所　夷隅地域振興事務所
問合せ　公益財団法人　千葉県

暴力団追放県民会議　☎043-
254-8930

　大多喜お城まつり前夜祭（9
月30日）に向けて以下の日程で
練習します。お誘い合わせの上
ご参加ください。初めての方に
は以下日程以外にも練習日を設
けます。詳細は６月２０日の練
習日にお知らせしますので、ど
うぞお気軽に見学にいらしてく
ださい。
日時
　6月20日（火）　
　7月18日（火）　
　8月26日（土）　
練習場所
　農村コミュニティーセンター
問合せ　柴崎　☎83-1063

　千葉県では昨年度に引き続
き、ニホンジカの捕獲事業を実
施します。
　西畑地区、上瀑地区、大多喜地
区で５月下旬から１１月上旬の間、
くくり罠での捕獲を行います。
　罠周辺に注意看板を設置しま
すので、近づかないようご注意
ください。

19時30分から
21時まで}

月で累計30億㎥に達しました。
これを記念して、水辺のくつろ
ぎ空間づくりのための支援寄附
金を募集しています。 
【寄附金特典】 
・水紀行パスポートの進呈など
【寄附金の具体的な使途】
　ダム湖畔におけるベンチなど

の整備
【受付期間】9月29日まで
問合せ　独立行政法人水資源機

構 千葉用水総合管理所 房総導
水路事業所 ☎0475-73-6504

問合せ　千葉県環境生活部自然
保護課鳥獣対策班

　☎043-223-2058
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相続登記はお済みですか！
相談無料　　　土日祝日ＯＫ
TEL　０４７０－６２－５２８６
FAX　０４７０－６２－５２８７
大多喜町西部田１０６番地

千葉司法書士会会員
司法書士　江沢正明事務所

雇用期間
　7月1日から8月31日まで
勤務時間
　8時30分から17時15分まで
職務内容　施設予約受付、窓口

来客対応、日計入力など
休　日　月曜日とその週の他１日
募集人員　１人
賃金日額
　6,800円（交通費別途支給）
条　件
　①土曜日、日曜日に勤務できる方
　②18歳以上60歳未満の方
　③パソコンの入力ができる方
募集期限　６月９日（金）まで
提出書類　臨時職員登録申請書

（町ホームページ、海洋セン
ター窓口）、履歴書

採用方法　登録された方の中か
ら１人を選考します

提出先　教育課　☎82-3010
問合せ　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　☎82-2462

職種　介護職
　経験の有無は問いません。
人数　若干名
勤務条件

　人事院では、以下のとおり
「平成29年度税務職員採用試
験」を行います。
申込手続
　⑴申込方法　インターネット

申込み
　⑵受付期間　６月19日（月）

～６月28日（水）[受信有効]
　⑶受験案内交付　人事院ＨＰ

からダウンロード・各税務署
などで５月９日（火）～６
月28日（水）、９時～17時
（土曜日および日曜日を除
く。）に交付

試験日　第１次試験９月３日
（日）、第２次試験10月11
日（水）～10月20日（金）

Ｂ＆Ｇ海洋センター
臨時職員募集

大多喜町特別養護老人ホーム
臨時職員募集

大多喜県民の森行事予定

税務職員採用試験

第1回歴史研究講座

●『下駄教室』
日時　７月１日（土）
　10時～12時まで
募集人員　１０名
実施内容　手作りの下駄を制作

します。
参加費　１,５００円
●『星に願いを（短冊に願い事

を書き七夕飾りに飾ろう）』
日時　７月１日（土）～７月７日

（金）9時～16時30分まで
実施内容　短冊に願い事を書い

て七夕飾りに飾ります。
参加費　無料

日時　6月10日（土）13時30分
から15時まで

場所　大多喜町中央公民館研修室
演題　「おんな戦国領主・井伊

直虎の実像」
講師　渡邊 大門　先生（小説家・

歴史と文化の研究所　代表）
受講料　1,000円（会員は無料）
問合せ　上総大多喜城立葵の会

事務局☎82-2196（大多喜町
観光本陣内）

（１）勤務時間
　早番　7：30～16：15
　日勤　8：30～17：15
　遅番　9：30～18：15
　夜勤　16：30～9：00
（２）賃金
　日勤　 7,200円から
　夜勤　17,750円から
（３）その他
　年齢要件あり
　社会保険等完備、有給休暇有、

通勤費支給、制服貸与　ほか
※詳しくは、お問い合わせください。
申込み・問合せ　大多喜町特別

養護老人ホーム　施設管理係
　☎82-2901

のうち指定された日時
※詳細はお問合せください。
問合せ　茂原税務署総務課
　☎0475-22-2166（内線312）
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町立図書館　天賞文庫だより
☎82－2459
　６月の休館日
５日、１２日、１９日、２６日、
３０日（図書整理日）

新刊・新譜紹介
・房総の列車が停まった日 西村 京太郎(著)

・「嫁」をやめる日 垣谷 美雨(著)

・青い服の女 平岩 弓枝(著)
・モモンガのはいたつやさん

ふくざわ ゆみこ(作・絵)
・ことりっぷ　千葉・房総2版 昭文社
・ボカロで覚える中学英単語

ミュージック・スタディ・プロジェクト

おすすめ本
救急病院

石原 慎太郎(著)

　この道を選んだ限り、私たちは黙って人を
殺し人を生かしていくんだよ。生死を決める
のは神の意志か、ドクターの情熱か。救急救
命の最前線で繰り広げられる熱き人間ドラ
マ。衝撃のラスト！「生命の尊厳」を追求し
た石原文学の新たな地平…。

・決定版　　 ひらけポンキッキベスト
・夢供養　　 さだまさし（歌）
・WE ARE X　XJAPAN（歌）

日時
６月１８日（日）
１０時３０分から(おはなし会)
１４時から(えいが会)　

場所　大多喜図書館　

・今日の料理
・趣味の園芸
・こどものとも　０・１・２
・かがくのとも
・ひよこクラブ

図書館では毎月上記雑誌を購入してい
ます。バックナンバーも置いてありま
すので、お気軽に立ち寄りください。

寄贈の本

・俳句随感　　　　 　酒井 秀洋(著)
・林蔵の貌　上・下　北方 謙三(著)

ＣＤ新譜

おはなし会
・えいが会

雑誌
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ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

慶　弔（４ 月届）

転出入（４ 月届）

交通事故発生状況

人口と世帯
平成２９年５月１日現在

人　口 ９, ３９６人（－２７）
男 ４, ５９４人（－１８）
女 ４, ８０２人 （－９）

世帯数 ３, ８１０世帯 （＋５）
（　）は、前月比

発生件数 ２件（　７）
死 者 数 ０人（　０）
傷 者 数 ５人（１４）

出　生 ３人
死　亡 １４人

転　入 １６人
転　出 ３２人

火災件数 １件（　　３）

救急件数 ５２件（２０６）

内訳
５件（　１９）

３４件（１２５）
１３件（　６２）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき 119 (4 月中 )

４月中（人身事故件数）

刑法犯認知件数（４月末）

３０件（前年同期比＋５件）

（　）は、１月からの累計

（　）は、１月からの累計

県内５４市町村中少ない順で
ベスト１３位

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 木 （缶類）

2 金 （可燃）

3 土

4 日 子ども習字教室 中央公民館 10：00～ 

5 月
心配ごと相談(日常生活上の相談） 福祉センター 9：00～12：00

（可燃）
農業委員会 役場大会議室 14：00～

6 火 出前保育 つぐみの森保
育園 10：00～ （ペット）

7 水 リズムウォーキング教室 B＆G体育館 14：00～ （可燃）

8 木 （びん）

9 金 ベビーダンス つぐみの森保
育園 9：30～ （可燃）

10 土 ジュニアスポーツクラブ Ｂ＆Ｇ体育館 9：00～

11 日 （休日受付）

12 月 （可燃）

13 火

にこにこ教室 みつば保育園 10：30～

（ペット）心配ごと相談（結婚相談、人権相
談、行政相談、年金相談、労災・雇
用保険相談、交通事故相談）

福祉センター 10：00～15：00

14 水 リズムウォーキング教室 B＆G体育館 14：00～ （可燃）

15 木 （紙類・衣類）

16 金 （可燃）

17 土

18 日

おはなし会 図書館 10：30～

えいが会 図書館 14：00～

子ども習字教室 中央公民館 10：00～

19 月 （可燃）

20 火 出前保育 旧老川小学校 10：00～ （ペット）

21 水 リズムウォーキング教室 B＆G体育館 14：00～ （可燃）

22 木 （不燃）

23 金 ぬくもり給食会 福祉センター 11：30～ （可燃）

24 土 ジュニアスポーツクラブ Ｂ＆Ｇ体育館 9：00～

25 日

26 月 心配ごと相談(日常生活上の相談） 福祉センター 9：00～12：00 （可燃）

27 火
トットくらぶ みつば保育園 9：30～

（ペット）
ひまわり会 福祉センター 農 村 コ ミュ ニ

ティーセンター

28 水 リズムウォーキング教室 B＆G体育館 14：00～ （可燃）

29 木 （缶類）

30 金 （可燃）

6月 水
み な づ き

無月
June
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問い合せ先
　夷隅健康福祉センター（保健所）　　　☎０４７０－７３―０１４５
　千葉県動物愛護センター　　　　　　　☎０４７６－９３－５７１１
　公益財団法人千葉県動物保護管理協会　☎０４３－２１４－７８１４

動物の正しい飼い方推進月間のお知らせ

○動物を飼う前に、責任を持って最後まで飼うことの

できる環境であるかどうか、よく考えましょう。

○飼う動物を選ぶときは、世話の方法やかかりやすい

病気、その動物の習性に合った飼い方ができるかど

うかを確認しましょう。

○動物からうつる感染症を予防するため、過剰なふれ

あいは控え、動物にさわる前さわった後は必ず手を

洗いましょう。

○動物には、迷子札やマイクロチップをつけるなどして、災害時等に放れてしまっても、飼い主

が分かるようにしましょう。犬については、首輪等に登録鑑札と狂犬病予防注射済票をつける

ことが、狂犬病予防法で義務付けられています。

○犬の放し飼いは禁止されています。散歩は犬を制止できる人が短い引き綱で行いましょう。

　また、しつけや訓練をして、人に危害を加えたり、鳴き声などで近隣に迷惑をかけたりする

ことのないようにしましょう。

○飼い犬が人をかんだ時は保健所へ届け出し、かんだ犬が狂犬病の疑いがないかどうか獣医師の

検診をうけさせることが必要です。

○猫は屋内で飼いましょう。糞尿や鳴き声等による被害を防止でき、また、感染症や交通事故等

の危険から猫を守ることができます。

○飼っている動物の糞尿は、飼い主が責任を持って処理しましょう。

○９１日齢以上の犬猫を合わせて１０頭以上飼う場合、保健所への届出が必要です。

○適正に飼うことができない子犬・子猫を増やさないために、不妊去勢措置をしましょう。

○やむを得ない事情によりどうしても飼えなくなった場合は、新しい飼い主を探してください。

保健所・動物愛護センターでは新しい飼い主探しをお手伝いします。

○愛護動物を虐待したり捨てたりすると、最大１００万円の罰金が科せられます。

○愛護動物を殺傷すると、最大で２年の懲役または２００万円の罰金が科せられます。

○動物は「命あるもの」です。人と動物との共生に配慮して接しましょう。

　千葉県動物愛護センターでは、「犬の正しい飼い方・しつけ方教室」を定期的に開催してい
ます。また、学校の授業や地元の勉強会等に講師を派遣して、動物愛護、犬・猫の正しい飼い
方、犬のしつけ方及び動物由来感染症等に関する講演をおこなっています。

６月は「動物の正しい飼い方推進月間です。次のことに注意して、動物を適切に飼いましょう。
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平
成
29
年
３
月
29
日
（
水
）
町
内
の
公
共
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
み
つ
ば
保
育
園
、
つ
ぐ
み
の
森
保
育

園
）
を
視
察
し
、
施
設
の
状
況
や
施
設
運
営
方
針
、
職
員

体
制
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
場
の
声
を
直
接
聞
く
た
め
職
員
と
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

みつば保育園を視察特別養護老人ホームで説明を受ける

町
に
要
望
書
を
提
出

早
期
に
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
! !

　

平
成
29
年
３
月
21
日

（
火
）
野
村
賢
一
議

長
、
麻
生
勇
副
議
長
、

志
関
武
良
夫
総
務
文
教

常
任
委
員
長
、
渡
辺
泰

宣
福
祉
経
済
常
任
委
員

長
が
議
会
を
代
表
し
て

飯
島
勝
美
町
長
に
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

左から　麻生副議長、野村議長、飯島町長、志関委員長、
　　　　渡辺委員長

 【
要
望
書
の
趣
旨
】

　

大
多
喜
町
で
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
つ
つ
交

通
空
白
地
の
解
消
に
向
け
て
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
策
定
中
で
す
。
一
方
、
こ
の
ほ
ど
、
改
正
道
路

交
通
法
が
、
平
成
29
年
３
月
12
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
は
、
相
次
ぐ
高
齢
者
の
重
大
事
故
に
対

応
す
る
た
め
に
、
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
保
持
者
の
認

知
機
能
検
査
の
強
化
を
柱
と
し
た
も
の
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
特
に
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、

運
転
免
許
の
取
り
消
し
や
停
止
の
処
分
を
受
け
る
と
、

公
共
交
通
機
関
は
あ
る
も
の
の
最
寄
り
の
駅
や
バ
ス
停

ま
で
の
距
離
が
遠
く
、
ど
う
し
て
も
通
院
や
買
い
物
な

ど
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
生
活
す
る

上
で
大
き
な
障
害
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
者
の
交
通
手
段

の
確
保
は
、
喫
緊
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
議
会
で
は
一
刻
も
早
く

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
、
住
民
の
不
安

と
不
便
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス

保
育
園
・
老
人
ホ
ー
ム
を
視
察

編
集　

議
会
報
編
集
委
員
会

お
お
た
き
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定
例
会
３
月
会
議
を
２
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
新
年
度
予
算
の
ほ
か
条
例
改
正
や
補
正
予
算

な
ど
議
案
27
件
と
議
員
発
議
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
８
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
は
、
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
用
会
議
録
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。人

事
案
件

条　
　

例

　

 【
諮
問
第
１
号
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
１
名

が
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
宮
本
清
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

 

【
同
意
第
２
号
】

教
育
長
の
任
命

　

大
多
喜
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
石
井
信
代
氏
が
３
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
任
に
宇
野
輝
夫
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

 

【
同
意
第
３
号
】

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

大
多
喜
町
教
育
委
員
会
委

員
の
石
井
信
代
氏
が
３
月
31

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
唐
鎌

良
枝
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

 

【
議
案
第
９
号
】

大
多
喜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環

境
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

　

こ
の
条
例
で
は
西
畑
地
区
田

代
区
集
会
所
及
び
船
子
区
集
会

所
の
２
か
所
を
大
多
喜
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
が
、
両
施
設
と
も
区

に
譲
与
し
た
た
め
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。

 

【
議
案
第
10
号
】

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◎
主
な
改
正
内
容

①
育
児
休
業
の
対
象
と
な
る
子

供
の
範
囲
の
拡
大

②
介
護
休
暇
を
一
定
の
期
間
内

で
分
割
し
取
得
で
き
る

③
介
護
時
間
の
新
設

 

（
介
護
の
た
め
１
日
に
つ
き

２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
で

勤
務
し
な
い
こ
と
を
認
め

る
。
）

 

【
議
案
第
11
号
】

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

学
校
歯
科
医
及
び
学
校
眼
科

医
の
報
酬
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
町
税
等
徴
収

指
導
員
の
報
酬
を
定
め
ま
し

た
。

学
校
歯
科
医

　

７
万
４
２
０
０
円
／
年

　
　
　
　

↓

　

９
万
５
９
０
０
円
／
年

学
校
眼
科
医

　

７
万
４
２
０
０
円
／
年

　
　
　
　

↓

　

11
万
７
６
０
０
円
／
年

町
税
等
徴
収
指
導
員

　

１
万
９
０
０
０
円
／
日

 

【
議
案
第
12
号
】

大
多
喜
町
横
山
宮
原
住
宅
管

理
等
基
金
設
置
条
例
の
制
定

　

町
内
企
業
の
就
業
者
を
対
象

と
し
た
横
山
宮
原
住
宅
の
管
理

に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る

た
め
、
基
金
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

 

【
議
案
第
13
号
】

大
多
喜
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正

◎
主
な
改
正
内
容

①
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

の
特
別
控
除
の
適
用
期
限
の

延
長

②
軽
自
動
車
税
を
種
別
割
と
環

境
性
能
割
の
二
本
だ
て
と
す

る
こ
と
及
び
法
人
町
民
税
割

の
税
率
引
下
げ
の
施
行
期
日

を
平
成
31
年
10
月
１
日
に
変

更

平
成
29
年
第
一
回
議
会
定
例
会
３
月
会
議
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【
議
案
第
14
号
】

大
多
喜
町
観
光
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
大
多
喜
町
観
光
セ
ン
タ
ー

（
観
光
本
陣
）
で
行
っ
て
い
た

自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を
観

光
協
会
に
移
管
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

 

【
議
案
第
15
号
】

大
多
喜
町
農
業
委
員
会
の
委

員
及
び
農

※

地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
制
定

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
農
業

委
員
及
び
新
設
す
る
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
報
酬
を
定

め
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

２
万
１
５
０
０
円
／
月

損
害
賠
償

 

【
議
案
第
16
号
】

大
多
喜
町
養
老
渓
谷
観
光
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定

　

指
定
期
間
が
平
成
29
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
「
有
限
会
社

養
老
渓
谷
や
ま
び
こ
」
を
指
定

管
理
者
と
し
ま
し
た
。

契
約
変
更

 

【
議
案
第
17
号
】

大
多
喜
町
横
山
住
宅
建
設
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て

　

当
初
の
予
定
よ
り
日
数
を
要

す
る
た
め
、
工
期
を
延
長
し
ま

し
た
。

 

【
議
案
第
18
号
】

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
平

成
28
年
９
月
に
起
き
た
介
護
事

故
の
損
害
賠
償
額
を
１
５
３
３

万
１
６
５
８
円
と
決
定
し
ま
し

た
。平

成
29
年
度
予
算

【
議
案
第
25
号
】

一
般
会
計
予
算

【
議
案
第
26
号
】

鉄
道
経
営
対
策
事
業
基
金
特

別
会
計
予
算

【
議
案
第
27
号
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
【
議
案
第
28
号
】

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

※
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は

　

農
地
の
有
効
利
用
の
意
義
、
重
要
性
を
地
域
に
伝
え
る
役

割
を
担
う
も
の
で
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
を
す

る
こ
と
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
、
集
約
化
を
図
る

こ
と
な
ど
で
す
。

指
定
管
理
者

 

【
議
案
第
32
号
】

大
多
喜
町
行
政
組
織
条
例
の

一
部
改
正

　
「
企
画
財
政
課
」が「
企
画

課
」と「
財
政
課
」に
分
割
さ
れ
、

「
子
育
て
支
援
課
」が
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

業
務
と
少
子
化
対
策
に
関
す
る

業
務
は
健
康
福
祉
課
で
、
保
育

園
に
関
す
る
業
務
と
学
童
保
育

に
関
す
る
業
務
は
教
育
課
で
行

わ
れ
ま
す
。

 

【
発
議
第
１
号
】

大
多
喜
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

　

町
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改

正
に
合
わ
せ
て
常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
を
一
部
改
正
し
ま
し

た
。

【
議
案
第
29
号
】

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
30
号
】

水
道
事
業
会
計
予
算

【
議
案
第
31
号
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

会
計
予
算

　

平
成
29
年
度
予
算
の
詳
し
い

内
容
は
広
報
お
お
た
き
５
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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平 成 28 年 度 補 正 予 算

【議案第１９号】一般会計補正予算（第１０号）
【議案第２０号】国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
【議案第２１号】後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
【議案第２２号】介護保険特別会計補正予算（第４号）
【議案第２３号】水道事業会計補正予算（第４号）
【議案第２４号】特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第３号）

会　　計 補正額 総　額 主な補正内容

一般会計 116,364 6,693,408

【歳出】
・減債基金積立事業
・財政調整基金積立事業
・ふるさと基金積立事業

50,000
40,000
39,000

国民健康保険特別会計 △7,905 1,583,093 ・保険財政共同安定化事業拠出金
・国庫負担金補助金等返還事業

△22,743
16,670

後期高齢者医療特別会計 2,773 121,396 ・後期高齢者医療広域連合納付金 2,773

介護保険特別会計 47,813 1,122,118 ・介護給付費準備基金積立事業
・返還及び過誤納還付事業

36,168
12,395

水道事業 補正額 補正後の予定額 主　な　内　容

収益的
収入 △3,313 493,691 ・水道料金 △4,000

支出 △3,097 489,034 ・動力費（電気料金）
・委託料（水質検査、汚泥処理）

△1,800
△1,360

資本的
収入 1,911 57,988 ・加入負担金  1,911

支出 △38,538 207,079 ・配水管布設替工事
・導水管布設替工事

△15,794
△13,425

特別養護老人
ホーム事業 補正額 補正後の予定額 主　な　内　容

収益的
収入 △26,619 266,079 ・施設入所介護費収益

・雑収益（社会福祉事業者総合保険）
△33,013

 15,331

支出 16,878 296,487 ・補償補填及び賠償金
（損害賠償金） 15,332

（単位：千円　△は減額）＜一般会計・特別会計＞

＜事業会計＞
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【定例会３月会議審議結果】

＊賛は賛成　　否は反対　　欠は欠席
＊野村議長は議事進行のため、採決には加わりません。
＊議案第９号～第２４号は議長欠席のため副議長が議事を進行しました。

議員
議案

野中
眞弓

志関
武良夫

渡辺
善男

根本
年生

吉野
僖一

麻生
剛

渡辺
泰宣

麻生
勇

吉野
一男

末吉
昭男

山田
久子

野村
賢一 結果

諮問第 1 号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 適任と
認める

同意第 2 号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 同　意

同意第 3 号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 同　意

議案第 9 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第10号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第11号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第12号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第13号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第14号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第15号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第16号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第17号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第18号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第19号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第20号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第21号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第22号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第23号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第24号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 可　決

議案第25号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第26号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第27号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第28号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第29号 否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第30号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第31号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

議案第32号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

発議第 1 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 可　決

広報おおたき No.585　H29.5.2427



質　問　議　員 質　問　事　項

麻
あ そ う

生　 勇
いさむ

１．鳥獣対策と人口減少について
２．婚活イベントについて
３．時間外労働について
４．ふるさと納税について

渡
わたなべ

辺　善
よ し お

男 １．観光客向け施設の整備について

山
や ま だ

田　久
ひ さ こ

子 １．産後うつ予防に健診費用の助成をすることについて
２．地域公共交通政策について

渡
わたなべ

辺　泰
やすのぶ

宣
１．暮らしの中の道具（古い農具）の保存について
２．水田の暗渠排水について
３．海洋汚染について

末
すえよし

吉　昭
あ き お

男 １．農業振興及び観光振興について

野
の な か

中　眞
ま ゆ み

弓
１．就学援助の入学準備金の増額について
２．臨時職員の処遇改善について
３．社会保障の充実について

吉
よ し の

野　僖
き い ち

一

１．上総中野駅周辺の小さな拠点づくり事業計画の経過報告について
２．中房総観光推進ネットワーク協議会について
３．観光資源の有効活用と今後の対応について
４．横山宮原住宅の増設計画について

根
ね も と

本　年
と し お

生
１．大多喜高校の永久存続に向けて
２．空き家対策について
３．空き土地バンクの制度化について

町　政　を　問　う
一 般 質 問

一般質問は、町政全般にわたり、議員が

町執行部に対して、執行状況や政策方針

等を質
ただ

すものです。
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問

問

問問

問

問

海
外
に
目
を
向
け
た

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

時
間
外
労
働
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

生
涯
学
習
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

麻 生　勇　議員

鳥
獣
被
害
は
中
山
間
地
域

の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
最

近
は
町
全
体
の
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　

被
害
を
減
少
さ
せ
る
具
体
的
な

施
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。　

箱
わ
な
を
猟

友
会
に
貸
出

し
、
イ
ノ
シ
シ
を
中
心
に
捕
獲
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
カ
に
つ
い
て
は
一
斉

駆
除
を
実
施
し
て
お
り
、
サ
ル
は

猿
害
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
年
実
施

し
、
個
体
数
の
減
少
に
努
め
て
い

る
。

鳥
獣
や
ヒ
ル
等
の
増
加
で

若
い
人
た
ち
が
転
出
し

困
っ
て
い
る
。
県
や
国
を
動
か
さ

な
け
れ
ば
対
策
は
で
き
な
い
と
思

う
が
い
か
が
か
。　
　

当
然
、
広
域

で
取
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。
町
村
会
に
も
対
策
の
要
望

を
出
し
て
い
る
が
、
国
、
県
も
予

算
化
は
難
し
い
。
今
後
も
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

町
で
は
以
前
か
ら
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
が

実
績
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
町
の
独

身
者
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
。　

　

今
後
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
て
海
外
に
目

を
向
け
た
取
組
み
を
行
え
な
い
か

伺
い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
活
性

化
に
は
大
変

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
通
訳
の
確
保
、
経

費
、
民
間
と
の
連
携
等
の
受
入
れ

体
制
、
結
婚
後
の
語
学
教
育
、
就

労
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
大
き
な
事
業
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
研
究
を
重
ね

慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

盛
ん
に
過
労
自
殺
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
昨
年
の
本
町
の
時
間
外
労
働

は
ど
の
く
ら
い
か
。　
　
　
　
　

　
　

一
般
行
政
職
職
員

の
平
均
時
間
外
勤

務
時
間
は
、
一
人
あ
た
り
年
間

62
・
２
時
間
、
月
平
均
５
・
２
時

間
で
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
勤
務
が
一
番
多

か
っ
た
職
員
は
年
間
４
２
５
時
間

で
月
平
均
35
・
４
時
間
で
す
。

時
間
外
労
働
の
管
理
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
外
勤
務
命
令

簿
に
よ
り
事
前
に

所
管
課
長
の
決
裁
を
受
け
、
翌
日

実
績
に
基
づ
い
て
決
裁
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
か
ら
職
員
ご

と
に
出
勤
時
間
と
退
庁
時
間
を
パ

ソ
コ
ン
内
の
出
勤
簿
に
記
録
し
１

か
月
ご
と
に
所
属
長
が
確
認
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

記
念
日
休
暇
（
結
婚
記
念

日
、
誕
生
日
）
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

特
別
休
暇
は
国
の

決
ま
り
に
準
ず
る

た
め
、
町
独
自
で
休
暇
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
町
は
有

給
休
暇
の
取
得
率
が
低
い
た
め
、

記
念
日
に
合
わ
せ
て
有
給
休
暇
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
け
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い

る
。

問　鳥獣被害を減少させる施策は
答　猟友会を中心に対策を行っている
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問

問問

問問産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
　長

町
　長

※インバウンドとは
　外国人旅行者を誘致すること。
　海外から日本へ来る観光客を指す言葉。

問　観光客向け施設整備の認識は
答　トイレや道路の整備など足りないと認識している

問　地域公共交通網の早期完成を
答　重要な施策であるためしっかり取組みたい

渡 辺 善 男　議員

粟又の滝

近
年
、
関
係
各
位
の
尽
力

に
よ
り
大
多
喜
町
の
観
光

地
と
し
て
の
知
名
度
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
来
町
者
も
増
加
し
各

地
で
は
そ
の
経
済
効
果
が
一
層
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
部
地
域
に
お
い

て
時
期
に
よ
っ
て
想
定
以
上
の
来

客
の
た
め
受
け
入
れ
態
勢
が
追
い

つ
か
ず
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　

特
に
養
老
渓
谷
の
春
・
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
は
観
光
客
が
民

家
に
ト
イ
レ
を
借
り
に
く
る
こ
と

も
多
々
見
受
け
ら
れ
る
の
で
改
善

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
ず
、
町
で
は
観
光
と
い
う
も

の
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

人
口
が
減
少

す
る
中
、
観

光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

と
し
た
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
都
市
住
民
と
の
交

流
に
よ
り
移
住
者
の
増
も
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

以
前
は
観
光
と
い
え
ば
遊

び
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た

が
、
今
は
一
つ
の
産
業
で
あ
る
と

言
え
る
。
観
光
に
よ
り
賑
わ
い
を

創
出
し
他
所
か
ら
お
金
を
稼
い
で

地
域
内
で
回
す
と
い
う
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。
観
光
を
も
っ
と
前
面

に
出
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

町
内
地
域
の
循
環
だ

け
で
は
経
済
が
膨
ら

ま
な
い
た
め
、
外
貨
を
入
れ
込
む

こ
と
で
受
け
皿
を
大
き
く
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
観
光
事
業
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。外

国
人
観
光
客
（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
）
に
つ
い
て
の
配

慮
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
大
多
喜
町
は
年
間
76
万
人
の

観
光
客
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
宿

泊
客
で
４
万
数
千
人
、
周
辺
の
開

発
に
合
わ
せ
た
意
識
も
大
切
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
。　
　
　

観
光
協
会
で
イ

※

ン
バ

ウ
ン
ド
に
備
え
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
。

観
光
客
向
け
施
設
整
備
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　

ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
不
足

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
緊

急
的
な
場
し
の
ぎ
に
な
る
が
、

シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
仮
設
ト
イ

レ
で
対
応
し
て
い
る
。
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
途
中
に
ト
イ
レ
が
少

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
設
置
場
所

等
に
つ
い
て
は
用
地
が
必
要
と
な

る
が
設
置
に
向
け
て
考
え
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
道
路
の
関
係
に
つ
い
て

は
生
活
道
は
用
地
の
確
保
や
事
業

費
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
整
備

が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

今
後
数
年
間
を
見
通
し
た

施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

大
多
喜
町
第

三
次
総
合
計

画
の
中
で
事
業
計
画
と
し
て
、
観

光
案
内
看
板
、
観
光
ト
イ
レ
の
改

修
を
計
画
し
て
い
る
。

広報おおたき No.585　H29.5.24 30



問

問問

問問

問問

問

「
産
後
う
つ
」予
防
を

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

町
　長

町
　長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
」
で
の
検
討
内
容

と
進
捗
状
況
・
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

昨
年
度
策
定

し
た
「
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
に
基
づ

き
、
い
す
み
鉄
道
の
活
性
化
、
山

間
部
等
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る

多
様
な
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組

み
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

　

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
い
す
み

鉄
道
シ
ニ
ア
会
員
制
度
を
昨
年
９

月
か
ら
実
施
し
、
山
間
部
等
交
通

不
便
地
域
へ
の
取
組
み
と
し
て
紙

敷
区
、
久
我
原
区
を
モ
デ
ル
地
区

に
選
定
し
懇
談
会
等
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
は
、
計
画
に
位
置
付
け
さ

れ
た
各
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

路
線
バ
ス
の
運
行
時
間
帯

と
本
数
に
不
便
が
あ
る
。

問　地域公共交通網の早期完成を
答　重要な施策であるためしっかり取組みたい

山 田 久 子　議員

各
路
線
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
内
の
路
線

バ
ス
に
つ
い

て
は
全
体
的
に
本
数
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
利
用
す
る
方
す
べ
て

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

の
た
め
、
路
線
バ
ス
を
補
完
す
る

交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

歩
行
困
難
者
対
策
と
し

て
、
停
留
所
の
増
設
と
自

由
乗
降
区
間
を
設
置
で
き
な
い
も

の
か
伺
い
た
い
。

運
行
業
者
に

よ
る
と
、
停

留
所
の
増
設
は
費
用
が
か
か
る
の

で
慎
重
に
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
自
由
乗
降
区
間
の
設
置

に
つ
い
て
は
地
元
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
警
察
と
の
協
議
が
整
え
ば

可
能
と
の
こ
と
で
す
。

地
域
公
共
交
通
政
策
は
腰

を
し
っ
か
り
と
据
え
て
取

組
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
事
業
と
思
う
が
い
か
が
か
。　

交
通
は
重
要
な
施
策

で
あ
り
、
町
の
盛
衰

を
分
け
る
。し
っ
か
り
と
対
応
で
き

る
職
員
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
政
策
が
町

の
生
き
残
り
を
か
け
る
政

策
で
あ
る
な
ら
、
形
の
見
え
る
も

の
に
少
し
で
も
早
く
取
組
み
、

し
っ
か
り
と
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。　
　

外
側
に
出
る
高
速
バ

ス
は
運
行
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
今
度
は
内
側

の
便
利
さ
を
上
げ
る
こ
と
で
、
外

に
出
る
便
利
さ
と
町
内
を
移
動
す

る
便
利
さ
を
両
立
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

出
産
後
の
母
親
が
育
児
不

安
に
な
る
「
産
後
う
つ
」

を
予
防
す
る
た
め
、
健
診
費
用
の

助
成
を
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て

い
る
。
初
め
に
本
町
の
出
産
者
件

数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
23
年
度

51
人
、
24
年

度
39
人
、
25
年
度
52
人
、
26
年
度

45
人
、
27
年
度
54
人
、
計
５
年
間

で
２
４
１
人
で
す
。

町
の
妊
娠
期
か
ら
出
産
ま

で
の
母
親
へ
の
ケ
ア
の
取

組
み
を
伺
い
た
い
。　
　
　
　

　

妊
娠
か
ら
出

産
育
児
ま
で

切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
標
に
、
母
子
手
帳
交
付
か
ら
新

生
児
産
婦
訪
問
ま
で
一
貫
し
て
担

当
保
健
師
が
行
っ
て
い
る
。

「
産
後
う
つ
」
を
予
防
す

る
た
め
に
、
健
診
費
用
を

助
成
し
て
は
ど
う
か
。　
　
　
　

国
で
は
、
平

成
29
年
度
新

規
事
業
で
、
産
婦
健
診
２
回
分
の

助
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後

国
・
県
か
ら
示
さ
れ
る
実
施
要
領

な
ど
を
精
査
し
判
断
し
て
い
き
た

い
。
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問

問

問

問

問

問

暗あ
ん
き
ょ渠
排
水
に
つ
い
て

海
洋
汚
染
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

旧
田
代
分
校
の
校
舎
の
老

朽
化
に
伴
い
、
雨
漏
れ
が

原
因
の
傷
み
が
激
し
く
、
中
に
保

管
さ
れ
て
い
る
古
い
農
具
が
駄
目

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

こ
の
様
な
状
況
の
旧
田
代
分
校

の
校
舎
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

建
物
に
つ
い

て
は
屋
根
部

分
の
傷
み
に
よ
り
雨
漏
り
が
あ

り
、
古
い
農
具
を
保
管
し
て
い
る

元
教
室
は
屋
根
だ
け
で
な
く
建
物

全
体
の
老
朽
化
が
激
し
い
。
廃
校

に
よ
り
建
物
は
本
来
の
目
的
を
す

で
に
終
え
て
い
る
た
め
、
小
規
模

な
改
修
は
行
っ
て
い
る
が
、
大
規

模
改
修
は
困
難
と
考
え
る
。

元
教
室
に
保
管
さ
れ
て
い

る
古
い
農
具
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
の
か
伺
い

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

旧田代分校校舎

問　古い農具の管理はどのようにするのか
答　貴重な資料のため、他の場所に移動し保管したい　

渡 辺 泰 宣　議員

古
い
農
具
に

つ
い
て
は
民

族
資
料
や
学
校
の
教
材
と
し
て
貴

重
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
他

の
場
所
に
移
動
し
保
管
を
考
え
た

い
。

今
後
の
米
作
り
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
他
の
作

物
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

本
町
の
米
は

全
般
的
に
食

味
に
優
れ
て
お
り
、
現
在
も
農
業

の
主
軸
と
な
っ
て
い
る
。
従
事
者

の
高
齢
化
、
担
い
手
や
後
継
者
が

不
足
し
て
い
る
中
、
水
稲
の
ほ
か

他
の
作
物
の
栽
培
も
視
野
に
入
れ

農
業
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

水
稲
以
外
の
作
物
と
し
て
は
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
レ
タ
ス
、菜
花
等

の
栽
培
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
米
作
り
を
含
め
裏

作
、
転
作
と
も
に
暗
渠
排

水
工
事
が
必
要
で
す
が
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

本
町
の
土
質

は
重
粘
土
で

あ
り
、
暗
渠
排
水
の
整
備
は
必

要
。
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
に
か
け
て
水
稲
の
作
付
け
向

上
を
目
的
と
し
た
暗
渠
排
水
工
事

を
補
助
事
業
に
よ
り
１
３
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
実
施
し
た
。

海
の
生
態
系
を
脅
か
す
微

粒
子
と
し
て
、
化
粧
品
、

歯
磨
き
粉
、
洗
顔
料
等
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
微
粒
子
も
下
水
処
理

で
ほ
と
ん
ど
取
り
除
か
れ
る
よ
う

で
す
が
、
本
町
の
合
併
浄
化
槽
の

普
及
率
は
ど
の
く
ら
い
か
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度

県
浄
化
槽
等

処
理
人
口
調
査
に
よ
る
と
、
33
．

７
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回

収
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ

に
類
す
る
不
法
投
棄
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
伺
い
た
い
。　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
に
つ

い
て
は
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収

し
、
約
７
割
を
リ
サ
イ
ク
ル
化
し

て
い
る
。

　

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
毎
週

木
曜
日
に
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収

や
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ
る
監
視

を
行
っ
て
い
る
。
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問

問問

問問 産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
　長

大
多
喜
町
の
基
幹
産
業
で

も
あ
る
農
業
は
年
々
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
農
業
振
興
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

水
稲
を
耕
作

し
な
が
ら
他

の
作
物
を
耕
作
す
る
こ
と
や
、
高

収
入
が
期
待
で
き
る
施
設
栽
培
等

も
視
野
に
入
れ
あ
ら
ゆ
る
方
向
の

農
業
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
の
農
業
者
だ
け
で
な

く
町
外
に
も
目
を
向
け
、
個
人
、

法
人
を
問
わ
ず
大
多
喜
町
で
農
業

を
し
て
く
れ
る
方
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

小
規
模
農
家
に
対
す
る
転

作
・
裏
作
の
推
奨
が
町
と

し
て
見
え
て
い
な
い
。
儲
か
る
農

業
を
町
と
し
て
進
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

※市民農園とは…
　一般に市民農園とは、サラリーマン家庭や都市の住民の
方々がレクリエーションとしての自家用野菜・花の栽培、
高齢者の生きがいづくり、生徒・児童の体験学習などの
多様な目的で、小面積の農地を利用して野菜や花を育てる
ための農園のことをいいます。

管理されていない荒れた竹林

問　農業振興への取組みは
答　大多喜町で農業をしてくれる方を積極的に支援していきたい

末 吉 昭 男　議員

現
在
、
農
協

が
指
導
し
て

裏
作
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

経
営
安
定
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

情
報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

畑
作
に
適
し
た
遊
休
農
地

が
あ
る
が
市

※

民
農
園
を
開

園
し
都
市
部
か
ら
人
を
招
き
、
農

業
体
験
を
し
て
も
ら
い
移
住
促
進

に
つ
な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

市
民
農
園
の

整
備
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
遊
休
農
地
を
確
保

で
き
る
か
な
ど
、
課
題
は
多
い
が

関
係
機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

老
川
地
区
で
は
倒
木
等
で

荒
れ
た
河
川
を
都
市
住
民

を
募
っ
て
掃
除
し
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
同
じ
よ
う
な
手
法
で
町

内
の
荒
れ
て
い
る
竹
林
を
整
備
で

き
な
い
か
。

今
後
、
都
市

住
民
が
大
多

喜
町
に
来
て
い
た
だ
い
て
竹
林
の

整
備
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

観
光
産
業
や
移
住
促
進
に
も
つ
な

が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

農
業
や
観
光
関
係
の
任
期

付
職
員
を
採
用
す
る
考
え

は
な
い
か
。

専
門
職
を
任
期
付
き

で
雇
用
す
る
こ
と
は

必
要
と
考
え
る
。

　

技
術
指
導
の
面
あ
る
い
は
販
売

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ

う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て

い
く
の
か
、
そ
う
い
う
部
分
も
含

め
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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問

問

問

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

税
務
住
民
課
長

社
会
保
障
の
充
実

町
　長

安
倍
自
公
政
権
は
社
会
保

障
の
財
源
と
し
て
消
費
税

増
税
を
平
成
26
年
に
強
行
し
た

が
、
実
際
は
社
会
保
障
を
削
減
し

て
い
る
。
平
成
27
年
か
ら
年
金
・

医
療
・
介
護
等
の
切
り
捨
て
が

次
々
と
続
く
と
聞
い
て
い
る
。
憲

法
第
25
条
国
民
の
生
存
権
を
犯
す

も
の
で
は
な
い
か
。
平
成
30
年
以

降
の
予
定
も
含
ん
だ
内
容
説
明
を

求
め
る
。

国
民
健
康
保

険
制
度
で

は
、
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
の

窓
口
負
担
を
平
成
29
年
度
以
降
引

き
上
げ
る
こ
と
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
所
得

の
低
い
方
や
被
扶
養
者
に
特
例
と

し
て
適
用
さ
れ
て
い
る
９
割
軽

減
、
８.

５
割
軽
減
を
段
階
的
に

廃
止
す
る
こ
と
。

　

国
民
年
金
で
は
、
年
金
受
給
期

おおたき元気いきいき体操の様子

※ケアプランとは…
　「これからどのような生活を送りたいか」などの目標を設定
し、利用するサービスの種類や頻度を決めた利用計画書のこと
です。要介護認定を受けて、介護保険サービスを利用する際に
必要となります。介護保険サービスの専門家であるケアマネ
ジャーが作成・運用にあたります。

問　国保税の軽減を
答　国保の財政状況の推移を見ながら判断したい

問　役場中庁舎のモザイク壁画をアピールしたら
答　安全面を考慮すると自由に見ることは難しい

野 中 眞 弓　議員

間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す
る

こ
と
及
び
年
金
給
付
額
の
改
定
方

法
を
見
直
す
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ

て
い
る
。

介
護
保
険
制

度
改
革
に
つ

い
て
は
平
成
29
年
８
月
に
高
額
介

護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
の
月
額

上
限
額
が
３
万
７
２
０
０
円
か
ら

４
万
４
千
円
に
変
更
さ
れ
る
。

　

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
現
行
の

２
割
負
担
か
ら
平
成
29
年
度
以
降

３
割
負
担
に
引
き
上
げ
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

は
現
行
の
１
割
を
２
割
に
引
き
上

げ
る
こ
と
、
ケ

※

ア
プ
ラ
ン
を
有
料

化
す
る
こ
と
、
介
護
保
険
を
40
歳

未
満
に
も
拡
大
す
る
と
い
う
議
論

も
出
て
い
る
。

健
康
で
あ
り
た
い
こ
と
は

万
人
の
願
い
で
あ
る
。
町

の
健
康
対
策
事
業
の
成
果
は
あ

が
っ
て
い
る
の
か
。

特
定
保
健
指

導
で
は
、
半

数
以
上
が
半
年
後
に
体
重
・
腹
囲

が
減
少
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
方
に
体
力
向
上
の
効
果
が
出
て

い
る
。

　

ま
た
、
医
療
費
に
つ
い
て
も
平

成
27
年
度
は
前
年
度
と
比
較
し
下

が
っ
て
お
り
、
運
動
教
室
参
加
者

か
ら
は
病
院
に
行
く
回
数
が
減
っ

た
と
い
う
声
も
あ
る
。

消
費
税
増
税
後
の
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
税
分
で

国
保
税
を
軽
減
す
る
考
え
は
あ
る

か
。
法
定
外
繰
入
金
を
増
や
す
考

え
は
あ
る
か
。

法
定
外
繰
入
金
は
夷

隅
郡
内
で
は
本
町
だ

け
実
施
し
て
い
る
。
繰
越
金
等
を

考
慮
す
る
と
、
増
や
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　

国
保
税
の
軽
減
は
、
国
保
の
財

政
状
況
や
近
隣
市
町
村
の
状
況
等

を
見
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。
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問

問

問

問

問

中
房
総
観
光
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
と
の

連
携

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業

横
山
宮
原
住
宅
の
敷
地

面
積

産
業
振
興
課
長

企
画
財
政
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

役
場
中
庁
舎
を
、
も
っ
と

観
光
資
源
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
、
屋
上
の
モ
ザ
イ
ク
壁
画
な

ど
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
多
く
の
皆

さ
ん
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
屋
上
に
上
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。

階
段
の
手
す
り
や

屋
上
の
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
高
さ
が
建
築
当
時
の
ま
ま

で
、
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
高
さ
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
見
学
者
の
安
全

面
を
考
慮
し
、
見
学
を
す
る
場
合

は
総
務
課
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
職
員
が
同
行
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

中庁舎屋上東側のモザイク壁画

※中房総観光推進ネットワーク協議会とは
　周年型の観光地づくりを実現するため、
中房総地域が一体となって観光客の誘致に
取り組むものです。市原市、茂原市、勝浦
市、いすみ市、長柄町、長南町、陸沢町、
一宮町、御宿町、大多喜町の４市６町が加
盟しています。

問　役場中庁舎のモザイク壁画をアピールしたら
答　安全面を考慮すると自由に見ることは難しい

吉 野 僖 一　議員

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
は
年

々
参
加
者
も
増
え
楽
し
み

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
中

※

房
総
観
光
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
と
連
携
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
の
企
画

だ
が
、
中
房

総
エ
リ
ア
内
で
の
広
域
連
携
が
図

れ
れ
ば
地
域
活
性
化
に
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
関
係
者
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

中
野
駅
周
辺
の
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
事
業
計
画
の
経

過
報
告
と
今
後
の
課
題
を
伺
い
た

い
。

観
光
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
、
上

総
中
野
駅
宝
物
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
開
催
し
、
最

終
案
を
調
整
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は

駅
前
の
空
き
店
舗
を
借
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
検
討
委
員
を
中
心

に
空
き
店
舗
の
清
掃
や
整
備
を
実

施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
拠
点
の
管
理

や
運
営
主
体
、
事
業
計
画
を
ど
う

す
る
か
で
あ
る

横
山
宮
原
住
宅
は
最
終
的

に
20
戸
建
て
る
が
、
と
り

急
ぎ
６
戸
を
建
て
た
と
聞
い
た
。

現
場
を
み
る
と
20
戸
ま
で
増
築
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
よ
う
に
思

え
る
が
い
か
が
か
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

段
階
で
６
戸
分
と

増
設
す
る
場
合
の
敷
地
も
考
慮
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
。

胡
蝶
蘭
栽
培
の
業
者
は
、

ゆ
く
ゆ
く
は
２
０
０
人
の

雇
用
を
見
込
ん
で
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
長
期
計
画
で
受
け
入
れ
る

体
制
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。　

就
業
者
の
住
宅
を

確
保
す
る
こ
と

は
、
定
住
化
、
人
口
増
に
つ
な
が

る
の
で
関
係
課
と
連
絡
を
密
に
し

て
対
応
し
た
い
。
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問

問

問

大
多
喜
高
校
の
永
久
存
続

建
設
課
長

教
育
課
長

企
画
財
政
課

今
後
増
加
す
る
空
き
家
対

策
を
早
急
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

　

そ
の
中
で
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
は
景
観
、
衛
生
面

か
ら
地
域
の
生
活
環
境
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

・
空
き
家
問
題
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。

・
実
態
調
査
、
現
状
分
析
を
行
う

時
期
に
つ
い
て

・
空
き
家
問
題
解
決
の
相
談
窓

口
、
実
施
体
制
、
予
算
措
置
に

つ
い
て

　

以
上
の
件
で
伺
い
た
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
苦

情
・
相
談
は
な
い

が
、
今
後
問
題
等
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

　

活
用
で
き
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
１
月
調
査
を
実
施

し
た
。
空
き
家
対
策
へ
の
現
状
分

析
は
、
条
例
制
定
後
進
め
た
い
。

　

建
設
課
が
主
た
る
相
談
窓
口
と

千葉県立大多喜高等学校と大多喜城

問　空き家、空き土地が及ぼす影響について
答　環境等諸問題が懸念されるため、条例の整備をしたい

根 本 年 生　議員

な
り
、
防
災
関
係
は
総
務
課
、
環

境
衛
生
に
関
す
る
こ
と
は
環
境
水

道
課
で
対
応
と
な
る
。

　

今
後
、
条
例
制
定
と
共
に
体
制

づ
く
り
を
行
う
。
平
成
29
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
計
上
し
て
い
な
い

老
朽
化
し
た
古
い
建
物
を

取
り
壊
し
空
き
地
に
な
っ

て
い
る
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

・
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
土
地

を
対
象
に
空
き
土
地
バ
ン
ク
を

創
設
す
べ
き
と
考
え
る
。　

・
雑
草
の
繁
茂
を
防
ぎ
、
空
き
地

の
適
正
な
管
理
に
つ
な
が
る
と

思
う
。

・
新
築
一
戸
建
を
望
む
若
い
世
代

の
安
定
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
。

　

以
上
の
件
で
伺
い
た
い
。　
　

定
住
人
口
の
歯

止
め
、
若
い
世

代
の
定
住
化
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

空
き
土
地
バ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、
不
動
産
業
者
等
交
え
、
前
向

き
に
協
議
し
て
い
き
た
い

大
多
喜
高
校
の
永
久
存
続

に
向
け
て
議
論
ば
か
り
で

は
な
く
具
体
的
な
施
策
を
実
行
す

る
必
要
が
あ
る
。

・
通
学
問
題
の
改
善

・
い
す
み
鉄
道
、
バ
ス
会
社
と
の

関
係
強
化

・
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

・
保
護
者
が
送
迎
す
る
際
の
駐
車

場
の
確
保

・
部
活
動
の
活
性
化
、
地
域
と
の

連
携
、
学
力
向
上

　

以
上
の
件
で
伺
い
た
い
。　
　

通
学
の
利
便
性
は

重
要
な
問
題
で
あ

り
、
い
す
み
鉄
道
や
バ
ス
会
社
と

協
議
を
行
い
、
通
学
の
利
便
性
を

高
め
て
い
き
た
い
。

　

学
校
の
特
色
や
地
域
と
の
交
流

を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
を

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
図
る
。

　

道
路
の
拡
幅
に
よ
り
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

指
導
方
針
に
よ
り
活
動
し
て
い

る
。

　

生
徒
に
よ
る
い
す
み
鉄
道
支
援

活
動
を
は
じ
め
、
お
城
ま
つ
り
へ

の
参
加
な
ど
地
域
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
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千葉県内初　中学生の給食費無料化実現
平成２９年１月から中学生の学校給食費を全額
補助することとなりました。

議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその
後どうなったのか・・・対応を追跡します。

給食費を軽減して欲しい　平成２８年３月会議

給食費については、平成２９年度に小中学校のど
ちらかを、平成３１年度までには両方の無料化を
進めたいと考える。

その後

答　弁

質　問

追跡追跡あの質問どうなったの？

編集後記
　ページ数も増え、議会定例会報告・議会活動など少しでも多くお伝えすることができたらと思っ
ています。
　より一層の紙面の充実に向け、皆様のご指導をよろしくお願い申し上げます。

議会報編集委員会

今何が行政課題となっているのか、また町議会議員の活動を知るためにも・・・
あなた自身の目で議会を見てみませんか？　

６月会議は６月４日（日）、６日（火）午前１０時からの予定です。
６月４日は、多くの方々に傍聴に来ていただけるよう、日曜日に開催します。

○問合わせ　議会事務局　☎８２－２１８２

日曜議会のお知らせ≪どなたでも傍聴できます≫
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ギャラリー

「井戸のある風景」
大多喜写真同好会

山口 尹子さん（平沢）

○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82−2168

作り方

42 管理栄養士
金坂　直子

　ミニトマトで作っても美
味しいです。高齢の方には
皮をむいた物だと食べやす
くなります。

【１人分栄養価】
エネルギー 61Kcal　たんぱく質 1.5ｇ

脂質 1.8ｇ　塩分 0.4ｇ

■材　料（４人分）
トマト　２個（400ｇ）
らっきょうの甘酢漬け 
 １００ｇ
黒ごま 大さじ２
細ネギ １～２本

①トマトは一口大に切る。らっきょうは斜め薄切り（少し厚め）にする。
 　細ネギは小口切りにする。黒ゴマは炒って指先で軽くひねりつぶしておく。
②ボウルにトマト・らっきょう・黒ゴマを合わせ、よくあえる。冷蔵庫で冷やす。
③仕上げに細ネギを散らす。

トマトのらっきょうの和え物
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